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3月のご案内

定
期
上
映
時
間

①
午
前
10
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

③
午
後
４
時
30
分
〜

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，０
０
０
円　

あ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ

（
☎
５
５
１
‐
４
５
９
２
）

※
火
曜
日
定
休

希
望
の
国 

（
日
本
・
１
３
３
分
）

と
き　

３
月
10
日
㈰
〜
16
日
㈯
②
③
④

内
容　

東
日
本
に
続
く
大
震
災
で
さ
ら

な
る
原
発
崩
壊
が
…
。
深
谷
メ
イ
ン
ロ

ケ
の
問
題
提
議
作

レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
（
英
・
１
５
８
分
）

と
き　

３
月
17
日
㈰
〜
23
日
㈯
①
②

③
、３
月
24
日
㈰
〜
28
日
㈭
①
②
③
④
、

３
月
29
日
㈮
③
④

内
容　

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
の
名

作
を『
英
国
王
の
ス
ピ
ー
チ
』の
ト
ム
・

フ
ー
バ
ー
監
督
が
壮
大
に
描
く
話
題
作

綱
引
い
ち
ゃ
っ
た
！

（
日
本
・
１
１
１
分
）

と
き　

３
月
30
日
㈯
③
、
３
月
31
日
㈰

〜
４
月
６
日
㈯
①
②
③

内
容　

市
の
女
子
職
員
（
井
上
真
央
）

が
綱
引
き
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
羽

目
に
な
り
…
。

ふ
が
い
な
い
僕
は
空
を
見
た

 

（
日
本
・
１
４
１
分
）

と
き　

３
月
30
日
㈯
〜
４
月
６
日
㈯
④

内
容　

主
婦
と
の
不
倫
と
同
級
生
と
の

恋
に
揺
れ
る
男
子
高
校
生
の
焦
燥
を
タ

ナ
ダ
ユ
キ
監
督
が
赤
裸
々
に
描
く
。

※
上
映
情
報
は
予
定
で
す
。
予
告
な
し

に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

カ
ラ
ス
の
親
指 　
（
日
本
・
１
６
０
分
）

と
き　

３
月
３
日
㈰
〜
９
日
㈯
①
③
④

内
容　

俳
優
・
阿
部
寛
ふ
ん
す
る
詐
欺

師
が
人
助
け
の
た
め
、
一
世
一
代
の
大

勝
負
に
挑
む
。
ラ
ス
ト
の
意
外
な
結
末

が
見
も
の

天
の
し
ず
く 

辰
巳
芳
子
„
い
の
ち
の

ス
ー
プ
“

（
日
本
・
85
分
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）

と
き　

３
月
３
日
㈰
〜
９
日
㈯
②
、
３

月
17
日
㈰
〜
23
日
㈯
④

内
容　

料
理
研
究
家
が
自
然
食
の
重
要

性
を
世
に
問
う
作
品

放
射
能
を
浴
び
た
﹇
Ｘ
年
後
﹈

（
日
本
・
83
分
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）

と
き　

３
月
10
日
㈰
〜
16
日
㈯
①

内
容　

ビ
キ
ニ
環
礁
水
爆
実
験
の
隠
さ

れ
た
真
実
を
暴
く
。

温
か
な
友
情

　

今
月
の
11
日
で
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
２
年
が
た
ち
ま
す
。被
災
地
の
一
つ
、

友
好
都
市
岩
手
県
田た

野の

畑は
た

村む
ら

に
は
、
今

年
度
か
ら
職
員
を
２
人
派
遣
し
て
い

ま
す
。
４
月
か
ら
も
引
き
続
き
派
遣
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
復
興
も
よ

う
や
く
兆
し
が
見
え
て
き
た
よ
う
で

す
。

　

復
興
支
援
の
こ
と
で
市
長
と
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
の

は
、
震
災
時
に
本
当
に
た
く
さ
ん
の
物

資
の
提
供
や
義
援
金
な
ど
ご
協
力
い
た

だ
い
た
こ
と
で
す
。

　

震
災
直
後
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

皆
さ
ん
が
物
資
を
積
ん
で
出
発
し
て
く

れ
ま
し
た
。
続
い
て
自
治
会
の
皆
さ
ん

が
、
新
鮮
な
深
谷
の
野
菜
を
提
供
し
て

く
れ
、
そ
の
後
も
、
た
び
た
び
田
野
畑

に
向
け
、ト
ラ
ッ
ク
が
出
発
し
ま
し
た
。

ま
た
、
直
接
義
援
金
を
送
ら
れ
た
か
た

も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
田
野
畑
村
の
皆
さ
ん
は
、

深
谷
の
皆
さ
ん
の
物
心
両
面
か
ら
の
支

援
に
対
し
、
復
興
を
記
録
し
た
冊
子
に

『
温
か
な
友
情
』
と
表
現
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。『
温
か
な
友
情
』
と
は
、『
自

分
の
手
に
届
く
範
囲
・
目
に
見
え
る
範

囲
で
、
援
助
・
支
援
し
た
い
』
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
の
篤と

く

志し

を
表
し
て

く
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

深
谷
市
で
も
そ
ん
な
皆
さ
ん
か
ら
の

篤
志
で
福
祉
の
輪
を
広
げ
ら
れ
な
い

か
。
こ
れ
が
で
き
れ
ば
、
素
晴
ら
し
く

温
か
い
福
祉
が
実
現
で
き
る
と
考
え
、

昨
年
12
月
に
、『
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
子
ど

も
福
祉
基
金
』
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
か

た
が
た
か
ら
、
既
に
多
額
の
ご
寄
付
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
当
面
は
障
害
の
あ

る
子
の
支
援
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
篤
志
の
積
み
重
ね
か
ら
、

『
温
か
な
友
情
』
が
広
が
り
ま
す
。

Ｑ
深谷市長　小島　進

みんなの声みんなの声みんなの声Ｂ Ｏ Ｘ

Ｑ

Ａ

市内幹線道路沿いの電線類地中化工事に伴
い、歩道上に設置された地上機器（緑色のボッ
クス）の壁面を活用して、深谷市のPRがで
きないでしょうか。

深谷市のイメージキャラクター『ふっかちゃ
ん』のシールを貼り、深谷市をPRします。

　深谷駅北口周辺や
県道深谷嵐山線など
の歩道上の地上機器
の壁面を活用し、深
谷市をPRします。
　この取り組みは、
市長が開催している『自治会訪問202ふれあい座
談会』で、市民の皆さんからご提案いただいたも
のです。
問い合わせ　秘書課（☎574‐6631）☎

賛
同
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
、
合
計
約
３
，１
５
０
万
円
の
寄
付

を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児

の
補
聴
器
購
入
費
用
の
一
部
を
援
助
す

る
事
業
に
活
用
し
、
来
年
度
以
降
は
基

金
の
集
ま
り
具
合
に
応
じ
て
、
必
要
性

や
予
算
を
考
慮
し
た
上
で
幅
広
く
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
青
少
年
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
６
）

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
、
市
で
は
、
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
子
ど

も
福
祉
基
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
福
祉
基
金
は
、
企
業
や
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
付
を
募
り
、
そ
の
寄
付

金
を
子
ど
も
た
ち
に
役
立
つ
事
業
の
財

源
と
し
て
活
用
す
る
も
の
で
す
。

　

通
常
の
寄
付
の
ほ
か
、
ふ
っ
か
ち
ゃ

ん
の
商
品
を
扱
っ
て
い
る
企
業
に
対

し
て
も
、
任
意
で
売
り
上
げ
の
一
定

割
合
の
寄
付
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま

す
。

　

２
月
13
日
現
在
、
基
金
の
趣
旨
に
ご

特
別
支
援
教
育
の
体
制
を
強
化

2

子
ど
も
を
一
貫
し
て
育
て
る
』
を
テ
ー

マ
に
、
平
成
22
年
か
ら
３
つ
の
柱
で
支

援
体
制
を
整
備
・
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、
教
育
・
福
祉
の
連
携
に

よ
り
、
子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
市
内

の
相
談
窓
口
な
ど
を
紹
介
し
た
『
保
護

者
向
け
支
援
マ
ッ
プ
』
を
作
製
し
、
子

ど
も
・
家
庭
・
学
校
を
支
え
る
た
め
の

　

小
・
中
学
校
の
通
常
学
級
に
在
籍

し
、
発
達
障
害
な
ど
で
特
別
な
教
育
的

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
に
対

し
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

支
援
を
行
う
た
め
、
市
教
育
委
員
会
で

は
特
別
支
援
教
育
体
制
整
備
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、『
０
〜
15
歳
ま
で
の

ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
子
ど
も
福
祉
基
金
創
設

1

体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、『
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
の
育
ち
を
支
え
る
た
め
の
特
別
支
援

教
育
の
視
点
に
立
っ
た
学
校
の
教
育
力

の
向
上
』
を
目
指
し
、
県
内
初
と
な
る

『
特
別
支
援
学
級
担
当
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
』
を
作
成
し
ま
し
た
。
教
員
の
た
め

の
指
導
要
領
を
ま
と
め
、
教
員
の
指
導

力
の
向
上
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・

中
学
校
の
連
携
に
よ
る
『
な
め
ら
か
な

接
続
の
実
現
』
を
目
指
し
、『
幼
保
小

中
連
絡
協
議
会
』を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
研
究
所
（
☎
５
７

２
‐
９
４
５
６
）




